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地球の水の自然循環による水力発電を メカニツクのみで都市部でも水力発電を可能にするには？？

位置エネルギーの重力利用の発電

流量〔m³/s〕 Ｘ９．８（重力加速度） Ｘ 高さ（m） X 効率 ＝発生発電量（ｋｗ）
メカニツクのみで

実現するには
位置エネルギー（重力）を人工圧力エネルギーとして設定水圧を維持し、機械装置内の一定

量水を循環させ発電することができれば可能となる。位

置

エ

ネ

ル

ギ

｜

人工圧力エネルギー

研究

新・自然エネルギー（水圧発電）のアイデアと未来ビジョン

水圧ジャツキ（既存の技術）

・増圧装置

この発電装置は、併設の増圧装置（水圧ジャツキ等）による、圧力エネル

ギーを流速に応じ、維持しながら、圧力流体を発電用ローターと揚水循環

ドラムを回転させる動力用への注水に分配稼動させ、排出水を繰り返し利

用し、器内の一定量水を循環させ、圧力エネルギーの継続的持続を可能に

した革新的システムです。

◆増圧装置＋３件の特許技術 と既存の制御技術で位置エネルギーの電力

化を可能に
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７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに

９．産業と技術革新の基盤をつくろう

１３．気候変動に具体的な対策を
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カーボンニュートラル革命を

分散型水力発自家電機の実現

◆ＥＶステーションが容易

◆再生可能エネルギーの拡大が容易

（量産化が可能）

２４ｈ発電ＥＶを実現

サイズー大型冷蔵庫

（予定１０ｋｗｈ）

第６次エネルギー計画

S+３Eに適合

・安全最優先

・資源自給率

・環境適合

・国民負担抑制

ダム（例） １０億KWh/年

集

中

1台 １０kwh

１年 １０kw X２４h  X ３６５日

＝８７，６００kwh

１２，０００台で

１０億ｋｗh/年

大型冷蔵庫サイズの「分散型水

力自家発電機」をバス・トラツ

ク等への搭載を研究

●自然エネルギーを自ら発電し

充電不要。

○自動車一台を動く発電装置とし、CO2排出マイ

ナス要因を消し、プラス要因に変える。車の稼働

時以外は既存の電力利用にも活用する。

移動する自然エネルギー２４時間発電が可能な車

「分散型水力自家発電機」の

小型化を研究し極力可能な自

動車に搭載

ダムの電力を都会で実現する為に！    発想 技術革新で世界で一番欲しいものは 自然エネルギーで天候や場所に左右されず

安価で環境破壊の無い未来エネルギー。

◆それは、重力（位置エネルギー,圧力）では！
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新・自然エネルギー（水圧発電）の「分散型水力自家発電機」のアイデア。①ダムの電力を都会で実現するには、

どうすればいいか発想？ 集中から分散するには、➁そして20数年の研究結果の発電装置。➂大雪による電力不

足、EVの問題点の浮上から、これらの解決策（自己充電式ＥＶ）。➃そして未来ビジョン。エネルギー安全保

障・安定供給。経済と環境の両立。持続可能な地球環境を子供たちへ。

未

来

へ

次世代自動車⇒EV

・天候や場所を選ばない

・位置エネルギー（圧力）の為、

運転コストはゼロ。

・環境ダメージ無し

・脱炭素で主力電源化が可能な

分散発電。

代替え

水力発電

究極のEVの方向は？

Ｅ・・・について

◆「燃料代がゼロ、そ

れがＥＶだ」

◆「恐竜時代の化石を

燃料にする考えは棄て

なければいけない」

◆「電力は再生可能エ

ネルギーにより調達さ

れ、それをリチウムイ

オン電池に溜めて走

る」

既存のEVを超える
次

は

クリーン・エネルギーを

自ら発電し走る
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既存の電力へプラスに

◆Ｖ２Ｈ（ホーム）

◆Ｖ２Ｂ（ﾋﾞﾙﾃﾞｲﾝｸﾞ）

◆Ｖ２Ｇ（電力網）
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活
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・圧力、

重力、位置エネ

ルギー）

エネルギー革命を

可能性への挑戦：未来ビジョン

V2H,V2B,V2G

CAS  E

水、油

スマートシテイ

製

造

◆重力を活用するには、重力という力に沿って動くこと。一度利用した後、質量物を元の

高さに戻すこと。常識では、質量物を持ち上げるには、逆にエネルギーが必要となり、

トータルではエネルギーが得することはないが？ できる方法は？

〇設定圧力伝播の遮断方法は？（静止水中の圧力伝播速度 1425ｍ/s）

設定圧力と同圧で ？

〇エネルギー保存則は大丈夫？

〇大気圧を活用できるのでは？ ◆水車は？

ﾓﾋﾞﾘﾃｲ

非電化⇒電化

24時間

発電可能

地球の水の自然循環

２軸回転ロータ水車

ｸﾞﾘｰﾝ水素

新・水車を発明

サイホンの原理の活用

・農業機械

・バイク.車

 等の電化に

V2V

◆２０３０年温暖化ガス排

出１３年度比４６％減、さら

に５０％減へ挑戦。

◆２０３０年代半ばに

新車販売は電動化の方向

２０２１年

２０３０年

２０４０年

２０５０年 に

実質ＣＯ２

排出ＺＥＲＯ宣言

（車は脱ガソリン）

政府方針

脱

化

石

燃

料

２０５０年

未来への分岐点

ＣＯＰ２６ １．５℃目標

経済発展と

脱炭素の両立

Ｖ２Ｘ

Ｖ２Ｘ

産

業

位置エネルギーの電力化とは水圧発電

分散型水力自家発電機の主な特許技術
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螺旋の活用

１
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３
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水

頭

圧

建機：電動化の開

発が進んでいる

自己充電式ＥＶ
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◆左側・・・　HP　の　事業資料　　黒枠の資料について　、これ以降添付 ◆２・分散型水力自家発電とは ４項

◆右側

１・新・再生可能エネルギーA　

（１～７）の１項 ◆２・分散型水力自家発電とは ５項

https://www.wgebunsan.com/

◆１・新・再生可能エネルギーA　 （１～７）の２項、３項

◆１・新・再生可能エネルギーA　

（１～７）の４項、５項

◆１・新・再生可能エネルギーA　 ◆５．分散型水力自家発電機と次世代EVの研究について NO1

（１～７）の６項、７項

◆２・分散型水力自家発電とは ◆５．２４ｈ発電ＥＶの提案と新たに発生する電力問題 NO2

１項 電力問題・具体策　２項

◆２．分散型水力自家発電とは ◆５．２４ｈ発電ＥＶの提案と電力問題・具体策　 ＮＯ3

〇解決すべき課題

◆２・分散型水力自家発電とは ３項 ◆６．特許概要と特許証 〇実証機製作図書

〇特許第６１３０９６５号 　　分散型水力自家発電　概略立面透視図

〇特許第６２４９５４３号 〇構成要素・水車（２軸回転ロータ）

〇特許第６６７１０６１号 　径・h・流量の出力関係

〇商品化　

◆PCT国際出願

　国際調査報告まで完了

◆　バツテリーは　主役ではないが

　　必要か？

〇無燃料

〇２４時間発電

稼働可能

〇Ｃｏ２排出無し

◆Ｖ２Ｈ（ホーム）

◆Ｖ２Ｇ（電力網）

◆Ｖ２Ｂ（ﾋﾞ ﾃﾞｲ  ﾞ）

〇災害時電力

大
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渋

滞

２０２０年１２月１８日 関越自動車道 立ち往生解消 発生から５２時間 １０００台

２０２１年１月１１日 北陸自動車道 立ち往生解消 発生から５９時間 １５００台

２０２０年１２月中旬の日本海側での大雪、２０２１年１月上旬の大雪により、自動車道で多くの

渋滞が発生しました。又、屋根の雪下ろしによる雪害も多く発生しました。一部を記載しました。

これらの雪害に対して、理想とする２４ｈ発電ＥＶが実現できれば、どのようことが考えられるか

を考察しました。夢かもしれませんが脱炭素化に向けての可能性です。

大雪による渋滞は別として長時間の大雪の中でＥＶで暖房し余力を残して脱出し運行ができ

るかということである。当然、充電器が配備の問題もある。２４ｈ発電ＥＶが実現できれば、

気にすることなく暖房もでき、充電器の有無に関わらず安心して脱出することができる。又、

高速道以外の一般道や田舎道までを含め、大雪では当然ありえることである。ＥＶ化を進め

脱炭素化を進めるのであれば２４ｈ発電ＥＶの研究が是非必要と考える。
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２０２１年１月９日 秋田県

暴風雪、停電 ６万６５００世帯 １４０箇所

雪害死者１１人 １１７人が

重軽症死者の６割が６５才以上と高齢者に除雪の注意。

◆東北電力 ６県で １６９，８７９世帯の停電

過去１０年間（平成２０年１２月～平成３０年３月） 雪害による

犠牲者は８３１人屋根の雪下ろし等の除雪作業中の死者が多く、犠

牲者の７割が６５才以上

２４時間 発電している、停車している車が独立した分散ミニ発

電所であり、電気を家庭に供給することができる。当然、災害時

は、車で外出しない限り供給できる。

停

電

雪

下

ろ

し

２

４

ｈ

発

電

Ｅ

Ｖ

対応

屋根に融雪シートを敷き、電力を供給し雪を溶

かすことにより、雪下ろし作業を無くすことが

できる。

発電機

・小型化

対応

都市型水力自家発電機と次世代ＥＶの研究について

Ｖ

２

Ｈ

概

要

都市型水力自家発電機を次世代EVとして、車に搭載すれば完全EV導入の実現、エネルギー根本問題

の解決案になると考えました。２４時間稼働可能なので２４h発電ＥＶです。下記は次世代ＥＶとし

ても２４h発電ＥＶの考察です。右は、２０２２１年１月の大雪でＥＶの問題点が顕在化しましたが、

２４h発電ＥＶが実現した場合の対応想定を記載しました。

２０２２年１月１５日

都市型水力自家発電機と次世代EVの研究について

２０２２年、世界の自動車業界は本格的な脱炭素のEVに向けて動いています。日本では、２０３０年代半ばまでに

新車販売をＥＶ化（正確には電動車）との方向。しかし、下記の課題を抱えています。

① 航続距離の課題（効果な希少金属を使用する蓄電池開発競争、資源争奪競争）。

② 充電インフラの設備不足。（１４兆円 必要とも？）。水素の充電設備はさらに困難。

③ 寒冷地のバッテリー性能低下や、大雪による渋滞によるEV不安。日本の冬の大雪を考慮すると脱ガソリンは困難。

２０２０年末から２０２１年の年初にかけての大雪は大渋滞や停電を発生しEVの不安を顕在化。２０２２年１月

のパキスタンの大雪では凍死の死者も出ている。２０２２年の１月も大雪による渋滞が発生。

④ EV化により電力が１０％増加予想さらに脱炭素が必要。元の電力をどうするのか。

⑤ LCA評価導入。スコープ１～３の開示方向。日本は化石燃料のエネルギーが８０％、自動車産業だけでなく製造

業全てが対象。EV化による部品減少による雇用喪失、企業の海外流失でさらに雇用喪失問題。・EU国境炭素税

導入の方向。

・・等、完全EV化への課題からエネルギーの根本課題と難問が山積みです。

しかし、弊社の研究している、「都市型水力自家発電機」の実用化を実現。次に、それを小型化を研究し自動車に

搭載を検討し２４時間稼働可能な自然エネルギー発電の自動車、２４h発電EVが実現すれば、これら課題の解決は大

きく前進します。都市型水力自家発電機はメカニツクのみで大量生産可能ですから主力電源化が可能で電力問題の解

決に大きく貢献します。

２４h発電EVの実現は、自動車自体がCO2排出のマイナスではなく、CO2排出をzeroにし、さらに２４時間稼働可

能なので走行時の他は発電した電力をV2X（V2H,V2B,V2G,・災害対策・）として活用可能な移動する小型発電機と

なります。

未来社会は、都市型水力自家発電機と小型発電機となった２４h発電EVがエネルギー源となった、Ｖ２Ｘ(Ｖ２Ｈ，

Ｖ２Ｇ，Ｖ２Ｂ  )が実現したスマートシテイを想像します。分散型でエネルギーの自立ができた、災害に強い街づく

りです。車は単なる人や物の輸送や移動の手段ではなく、自然エネルギーを発電し社会に提供する動く発電機としてエ

ネルギー問題を解決する大きな手段になります。自動車（２４ｈ発電ＥＶ）の台数増加がＣＯ２排出削減になり、自然

エネルギー供給の電力源を増加させることになるのです。

持続可能な地球環境を未来の子供達に残す為に、世界でエネルギーや自動車のイノベーションが進展しています。

是非、日本から世界の先陣を切る、イノベーションを実現したいと考えます。

以上

ガソリン車 稼働時排出

ＥＶ バツテリ製造時排出

Co２排出

ガソリン車とEV １０万ｋｍ走ってトントン。

それ以上走るとＥＶの方が少しづつ良くなるが

あまり変わらない

２４ｈ発電ＥＶ 走行時 CO2排出無し 走行時以外は,Ｖ２Ｘが可能。

自然エネルギーを社会に供

給可能。

自然エネルギーの創出

〇価格が高い・・車両価格の３～５割

〇充電器不足・・インフラ設備が不十分

〇品質・・・・・火災が起きやすい

〇原材料が不足・（コバルト、ニツケル、リチウム）

〇後続距離・・・バツテリー容量に比例

〇安全性に問題・・リチウムイオンバツテリーは人体に

有害物質を含む。火災や爆発、発火リスクあり。

〇環境汚染 ・・電池の破棄時に問題

〇充電する電力不足（特に日本では）

ＥＶバツテリーの課題

ＮＯ1
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⑱

⑬

⑭

⑪

発電源を外部導入する位置エネルギー（水頭圧）は、何処にでも存在する高さのポテン

シャルエネルギーを活用する他、水道水圧を取り込み、パスカルW増圧装置で任意の圧

力を設定する革新的技術は、心臓部の２軸回転ロータ（水車）に、自動的に注入され駆

動し、稼動済み圧力流体は、瞬時に、排出口に接し、大気解放された揚水タンクに排出

され、サイフォン管の原理で自然循環します。全て、無動力で、自然の力が働くシステ

ムです。したがって 『再エネ水力自家発電』 といえます。

（注．エネルギー保存則 入力＞出力 に関わらない都市型水力発電は、入力＝圧力水

で、マイクロ水力・ダム水力発電と同じ原理です。世界初の革新的技術の由縁です。）

３・「都市型水力自家発電」とは そんお３ 発電システム

２軸回転ローターは都市型水力発電の水車の働きをします。上図の例のように大きな回転推進力がダイナモ

を回転させて発電します。 この水車は複数組み込まれ、各ローターは外部でギア連結され、シリンダー内で

機密密閉され、吸引口にローターが接すると、圧力流体の水圧で自動的に駆動し、左右のローターは交互に規

則正しく吸・排を繰り返し回転します。が、切替弁等の装置はなく、ローターの回転で自動的に切替わるシス

テムは、利水率100％で水車の発電効率向上に大きく関わる機能構造は、革新的なデバイスを構成しています

揚水理論図

質量×重力×高さ ＝ 仕事量

（流量/ｓ）×ｇｈ＝U（位置エネルギー）

３．都市型水力自家発電」とは その２ 発電心臓部２軸回転水車

⑮

２軸回転ローターは都市型水力自家発電

機の水車の働きをします。上図の例のよう

に大きな回転推進力がダイナモを回転させ

て発電します。 この水車は複数組み込ま

れ、各ローターは外部でギア連結され、シ

リンダー内で機密密閉され、吸引口にロー

ターが接すると、圧力流体の水圧で自動的

に駆動し、左右のローターは交互に規則正

しく吸・排を繰り返し回転します。が、切

替弁等の装置はなく、ローターの回転で自

動的に切替わるシステムは、利水率100％で

水車の発電効率向上に大きく関わる機能構

造は、革新的なデバイスを構成しています

都市型水力自家発電機の 主な 特許技術

第６次エネルギー基本計画

２０２２年０６月１４日

株式会社 ＷＧＥ

特

許

特

徴

概

説

２軸回転ロータ水車は、圧力流体により自動回転する。又、給排水の働きを同時に行い、完全分離の圧力遮断機

能を有し、吸入・排出を異相位に交互に連続して駆動する特許技術です。◆注入口が閉じると瞬時に排出口が開

き、回転推進を果たした流体が排出されます。ロータの回転により、フランジに設けられた注入口と排出口の開

閉弁の働きをするのが大きな特徴です。流体が２軸回転ロータを通過することによって回転推進力を発生し、発

電することができます。当然、流体のエネルギーは減少しますが減圧弁を使用してエネルギーを無駄にしている

箇所ではより有効に利用できます。

２軸回転ロータ水車
特許第６２４９５４３号の応用

２０２１年 ０３月 ２０日

π１００ π１００

１２０ｍｍ

シンプル化

概

説

２軸回転ロータ水車は、圧力流体により自動回転する。又、給排水の働きを同時に行い、完全分離の圧力遮断機

能を有し、吸入・排出を異相位に交互に連続して駆動する特許技術です。◆注入口が閉じると瞬時に排出口が開

き、回転推進を果たした流体が排出されます。ロータの回転により、フランジに設けられた注入口と排出口の開

閉弁の働きをするのが大きな特徴です。流体が２軸回転ロータを通過することによって回転推進力を発生し、発

電することができます。当然、流体のエネルギーは減少しますが減圧弁を使用してエネルギーを無駄にしている

箇所ではより有効に利用できます。

２軸回転ロータ水車 ２軸回転ロータ水車 発電の利用の可能性の検討

１

ロータ径 π１００ 高さ１２０

排水量 ３８２．５ｃｃ Ｘ ２軸

減圧弁発電

２

水車としての機能の特性が左記の従来の水車と比較して

〇シンプルである。

〇入力流体を１００％ とらえ 動力化して排出する。

〇規格化が可能で、複数利用も容易と思われる。

高層ビル水道水循環発電

高圧の水道水を最低給水圧力に減圧する減圧弁の手前に「減圧弁発電装

置」の設置が可能である。

減圧弁は、気体にも使用されており、今後の検討すべき。

発電可能な給水器具として利用

◆高層ビルにおいての新機能として、ビル水道水循環発電の可能性が出てきた。旧来の受

水槽給水システムや、多段式増圧直結給水システムの双方に長所・短所があって、衛生

面やメンテを考えると多段式直結給水は新鮮な水を給水できるBPを奨励している反面、

揚水給水に係るBPの経費・定期メンテを考慮すると、特に５０階以上のタワーマンショ

ンは、水道代が破格になり、全世帯での均等割り料金に成っている現実がある。使って

も使わなくても同額支払いは、時代にマッチしていない。そこでこれらの長所だけを取

り入れた『水道水循環システム』を提案する。

３ 中小水力発電の水車としての可能性

２軸回転ロータ水車（単体）

特許第６２４９５４３号

円錐螺旋増圧装置と２軸回転ロータ水車を

複数使用し増圧水の利用を多目的にした発

電装置

新

特許第６２４９５４３号の応用

容易な円錐螺旋増圧や２軸回転

ロータ複数利用の小水力発電も

可能

瓢箪型シリンダーに収まっている２軸回転ロータは、上部フランジと下部

フランジに用途によって、設定する注入口と排出口の位置により、複数のパ

ターンが存在する。

Ａパターン：左記の都市型水力発電に使用するパターンで、上部フランジに

注入口と排出口を設け 上から注入し上から排出する。下部ランジは口無し。

Ｂパターン：減圧弁発電で使用するが、上部フランジに注入口、下部フラン

ジが排出口。上から注入し下から排出する。

Ｃパターン：下部フラジに注入口、上部フランジに排出口。下から注入し上

から排出する。

A B C

２軸回転ロータの注入と排出パターン

上部開

ロータ

ロータ

上部開穴 排出

開穴排出

ロータ

A

２軸回転ロータ

立体概略透視図

２軸回転ロータの立体面

WGEのホームページ資料の抜粋①～㉑関連資料

２４ｈ発電ＥＶ ２０２１年０４月０６日

自動車ＥＶ化 と 新たに発生する電力問題

日本中のクルマ

（約 ８０００万台）

日産リーフ基準 ６キロ/kWh

・年間走行距離 平均 ６０００キロ とすると

１台 ６０００キロ / ６キロ/KWh = 

年間１０００kWh

日本全体８０００万台 X １０００kwh=

８００憶ＫＷｈの電力が必要となる。

◆家庭用電力の ４割弱の値する。

日本の

電力供給量は

１兆２０００憶KWｈ

（７７％は化石燃料）

この８００億KWhは、全てのクルマが同じ稼働率で動いたと仮定しているが、実際には週末しか動かないク

ルマもある。しかし商用車では走行距離も多く、貨物車などの電費はさらに悪いだろう。しかも、これはク

ルマに充電された電力の消費量であるから、送電ロスや充電時のロスは含まれていない。

これも含めると1000億kWh以上の発電能力は必要になる

２０２１年１月の大雪時。

電力供給がひっ迫して節

電を呼び掛けている

問題は年間の電力消費量だけでなく、ピーク時の電力供給がどれだけ必要かということがある。

・ＥＶステーション 現在拠点数 ２万箇所

急速充電器 ステーション ５００箇所程度。

７００か所の急速充電器 は１機のみ

残りは 急速充電ではなく 普通充電施設

◆充電時間 の 問題 ○多くの急速充電設備が必要。そこに供給する電力も必要

ＥＶステーション

何によって１０００憶ＫＷｈを

新たに発電するか？

・脱化石燃料で

２０３０年代半ばに

新車販売は電動化の

方向

２０２１年

２０３０年

２０４０年

２０５０年 に

実質ＣＯ２

排出ＺＥＲＯ宣言

（車は脱ガソリン）

２０３０年半ばに新規自動車は電動

化と方針が決まり、ＥＶへの他業界か

らの参入が話題になっている。しかし、

数カ月前の大雪による渋滞等でＥＶの

問題も指摘されている。又、トヨタの

社長もＥＶ化し２０５０年に脱炭素化

するには、既存電力の問題を抜きにし

ていると苦言を呈しています。右記の

現状は、ＥＶ化により日本の電力供給

を予想をしたものである。増加予想の

１０００憶KWhを新たに発電するの

か？しかも全体が脱化石燃料にするこ

とが可能なのかということです。

新たな問題点

現

状

概説

政府方針

脱

化

石

燃

料

ＥＶ化

困難 ２０５０年

対応？

人口減でエネルギー消費も車の台数も 減少が想定されるが

あくまで 現状ベースで考えている。

２４ｈ発電ＥＶ ２０２１年　０４月０６日

２０３０年代半ば

に新車販売は電動

化の方向

２０２１年

２０３０年

２０４０年

２０５０年 に

実質ＣＯ２

排出ＺＥＲＯ宣言

（車は脱ガソリン）

政府方針

脱

化

石

燃

料

自動車ＥＶ化 による 電力増加と脱化石燃料への具体策：◆◆２４ｈ発電ＥＶの実現◆◆

都市型水力発電置

・小型化

都市型水力発自家電機の実現

◆ＥＶステーションが容易

◆再生可能エネルギーの拡大が容易

ＥＶで使用する電力

を「都市型水力自家

発電機」を小型化し

発電ＥＶとする。

ＥＶ用の電力は自前

で既存電力に影響を

与えない。

○自動車一台を動く発電装置

とし、既存の電力利用にも活

用する。マイナス要因を消し、

プラス要因に変える。

発電ＥＶ

２４ｈ発電ＥＶ

◆Ｖ２Ｈ（ホーム）

◆Ｖ２Ｂ（ﾋﾞﾙﾃﾞｲﾝｸﾞ）

◆Ｖ２Ｇ（電力網）

大型冷蔵庫（予定１０ｋｗｈ）

１２

３

研究し

実現

産業部門

運輸部門

エネルギー製造部門

概

要

自動車のＥＶ化の方針による、電力増加と脱化石燃料へ向けての一つの具体策の提案である。まず、前提と

して「都市型水力自家発電機」が実現していること。次に動力系統への活用として既存ＥＶ研究に、「都市

型水力発電機」の応用として自家発電機能を加え、「２４h発電ＥＶ」の実現を考えた。そして、これら新し

い技術が日本の電源構成や二酸化炭素排出分野への影響を考察し、２０５０年の脱炭素に向け、大きな影響

を与えることを示し、ＳＤＧｓへ貢献。 可能な限り持続可能な地球環境を未来の子供達へ残したい。

①：都市型水力自家発電機を中心とした地産地消型の分散発電システムを展開を拡大することである。

ＥＶ充電器の設置を拡大しＥＶ普及させる。

②：自動車会社が、この都市型水力発電装置の小型化、車への発電ＥＶへの研究をし実現することであ

り、ＥＶ電源は自家発電の再生可能エネルギーとなる。既存電力を増強する必要はなくなる。

●発電ＥＶになれば、大雪による渋滞、真夏のクラー等による充電不安から解消される。

③：都市型水力発電の２４時間稼働の利点を生かし、２４h発電ＥＶとし自動車一台を動く発電所とし、

既存の電力システムに連結し活用することである。膨大な新しい電力を提供する小型分散発電がプラス

要因として再生可能エネルギとして寄与することになる。（V2H,V2B,V2G)

➃：日本のエネルギー構成に、どのよう影響を与え、脱炭素化に貢献することができるかを考察したも

のである。２４ｈ発電ＥＶは二酸化炭素排出量の運輸部門にも影響を与え、発電する再生可能エネル

ギーは既存のエネルギー電源にもプラス効果として働く。そしてＳＤＧｓへ貢献、持続可能な地球環境

を未来の子供達へ繋ぎたい。

Ｅ

Ｖ

充

電

器

原子力を縮小

⇒ 脱原発へ

電源別電力量の構成

影響

２４h発電ＥＶ V2H,V2B,V2G はプラス要因

４

困

難

動

力

に

も

利

用

貢

献

未来への分岐点

持

続

可

能

な

地

球

環

境

を

未

来

の

子

供

達

へ

世

界

へ

S
D
G
s

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに

９．産業と技術革新の基盤をつくろう

１３．気候変動に具体的な対策を

２０５０年 脱炭素へ
都

市

型

水

力

自

家

発

電

機

２

４

ｈ

発

電

Ｅ

Ｖ

可能に

脱

化

石

燃

料

自

然

エ

ネ

ル

ギ

｜

へ

困

難

新たな問題点

⑯

⑰

⑩

⑫

概

説

WGEホームページの事業資料より、一部の資料を①から⑱迄の資料とした。新・再生可

能エネルギーの研究経緯。都市型水力自家発電機、2軸回転ロータ水車。そして、自動

車へのＥＶ提案、２４発電ＥＶの可能性。特許証書。

１

EV

自動車EV

新水車

新・自然エネルギー（圧力）活用の分散型水力自家発電機

新

・

自

然

エ

ネ

ル

ギ

｜

１０００億

⑲

⑳

圧力

都市型水力自家発電機の主な特許技術

圧力と水なので資源自給率は１００％。適合

【都市型水力自家発電機】

３E+S

分散型水力自家発電への期待 概

要

分散型水力自家発電機を次世代EVとして、車に搭載すれば完全EV導入の実現可能になり、エネルギー根本問題の解決案

の一つになると考えました。２４時間稼働可能なので２４h発電ＥＶです。下記は次世代ＥＶとしても２４h発電ＥＶの

考察です。右記は、２０２１年１月の大雪でＥＶの問題点が顕在化しましたが、２４h発電ＥＶが実現した場合の対応想

定を記載しました。

概

要

自動車のＥＶ化の方針による、電力増加と脱化石燃料へ向けての一つの具体策の提案である。まず、前提と

して「分散型水力自家発電機」が実現していること。次に動力系統への活用として既存ＥＶ研究に、「分散

型水力自家発電機」の応用として自家発電機能を加え、「２４h発電ＥＶ」の実現を考えた。そして、これら

新しい技術が日本のエネルギー消費量への影響を考察し、２０５０年の脱炭素に向け、大きな影響を与える

ことを示し、ＳＤＧｓへ貢献。 可能な限り持続可能な地球環境を未来の子供達へ残したい。

①

https://www.wgebunsan.com/
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EV

②



２ ３
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４

５

➃



６ ７

➄



圧力

圧力と水なので資源自給率は１００％。適合

【分散型水力自家発電機】

分散型水力自家発電機の主な特許技術

➅



分

散

型

水

力

自

家

発

電

技

術

安

定

再

エ

ネ

「分散型水力自家発電機」とは 街中でも、水力発電可能

⑦



発電源を外部導入する位置エネルギー（水頭圧）は、何処にでも存在する高さのポテ

ンシャルエネルギーを活用する他、水道水圧を取り込み、パスカルW増圧装置で任意

の圧力を設定する革新的技術は、心臓部の２軸回転ロータ（水車）に、自動的に注入

され駆動し、稼動済み圧力流体は、瞬時に、排出口に接し、大気解放された揚水タン

クに排出され、サイフォン管の原理で自然循環します。全て、無動力で、自然の力が

働くシステムです。したがって 『再エネ水力自家発電』 といえます。

（注．エネルギー保存則 入力＞出力 に関わらない都市型水力発電は、入力＝圧力

水 で、マイクロ水力・ダム水力発電と同じ原理です。世界初の革新的技術の由縁で

す。）

３・「分散型水力自家発電」とは その３ 発電システム

２軸回転ローターは分散型水力発電の水車の働きをします。上図の例のように大きな回転推進力がダイナモを

回転させて発電します。 この水車は複数組み込まれ、各ローターは外部でギア連結され、シリンダー内で機密

密閉され、吸引口にローターが接すると、圧力流体の水圧で自動的に駆動し、左右のローターは交互に規則正し

く吸・排を繰り返し回転します。が、切替弁等の装置はなく、ローターの回転で自動的に切替わるシステムは、

利水率100％で水車の発電効率向上に大きく関わる機能構造は、革新的なデバイスを構成しています

揚水理論図

質量×重力×高さ ＝ 仕事量

（流量/ｓ）×ｇｈ＝U（位置エネルギー）

３．分散型水力自家発電」とは その２ 発電心臓部２軸回転水車

分散型水力自家発電の水車の働きをしま

分散型水力発電機の心臓部

分散型水力自家発電機の水車の働きをしま

す。左図の例のように大きな回転推進力が

ダイナモを回転させて発電します。この水

車は複数組み込まれ、各ロータは外部でギ

ア連結され、シリンダー内で機密密閉され、

吸引口にロータが接すると、圧力流体の水

圧で自動的に駆動し、左右のロータは交互

に規則正しく吸・排を繰り返し回転します。

が、切替弁等の装置はなく、ローターの回

転で自動的に切替わるシステムは、利水率

１００％で水車の発電効率向上に大きく関

わる機能構造は、革新的なデバイスを構成

しています。

⑧



⑨
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〇無燃料

〇２４時間発電

稼働可能

〇Ｃｏ２排出無し

◆Ｖ２Ｈ（ホーム）

◆Ｖ２Ｇ（電力網）

◆Ｖ２Ｂ（ﾋﾞ ﾃﾞｲ  ﾞ）

〇災害時電力

・大雪で渋滞ではＶ２Ｖ

の機能が有効

大

雪

に

よ

る

渋

滞

２０２０年１２月１８日 関越自動車道 立ち往生解消 発生から５２時間 １０００台

２０２１年１月１１日 北陸自動車道 立ち往生解消 発生から５９時間 １５００台

２０２０年１２月中旬の日本海側での大雪、２０２１年１月上旬の大雪により、自動車道で多くの渋滞が発

生しました。又、屋根の雪下ろしによる雪害も多く発生しました。一部を記載しました。これらの雪害に対

して、理想とする自己充電式ＥＶが実現できれば、どのようことが考えられるかを考察しました。

夢かもしれませんが脱炭素化に向けての可能性です。

大雪による渋滞は別として長時間の大雪の中でＥＶで暖房し余力を残して脱出し運行ができるかとい

うことである。当然、充電器が配備の問題もある。自己充電式ＥＶが実現できれば、気にすることな

く暖房もでき、充電器の有無に関わらず安心して脱出することができる。又、高速道以外の一般道や

田舎道までを含め、大雪では当然ありえることである。Ｖ２Ｖができれば、柔軟な助け合いが可能。

ＥＶ化を進め脱炭素化を進めるのであれば自己充電式ＥＶの研究が是非必要と考える。

暖

房

・

蓄

電

大

雪

に

よ

る

災

害

２０２１年１月９日 秋田県

暴風雪、停電 ６万６５００世帯 １４０箇所

雪害死者１１人 １１７人が

重軽症死者の６割が６５才以上と高齢者に除雪の注意。  

◆東北電力 ６県で １６９，８７９世帯の停電           

過去１０年間（平成２０年１２月～平成３０年３月） 雪害による犠牲者

は８３１人屋根の雪下ろし等の除雪作業中の死者が多く、犠牲者の７割が

６５才以上

２４時間 発電している、停車している車が独立した分散ミニ発電所で

あり、電気を家庭に供給することができる。当然、災害時は、車で外出

しない限り供給できる。

停

電

雪

下

ろ

し

自

己

充

電

式

Ｅ

Ｖ

を

実

現

対応

屋根に融雪シートを敷き、電力を供給し雪を溶

かすことにより、雪下ろし作業を無くすことが

できる。

発電機

・小型化

対応

分散型水力自家発電機と次世代ＥＶの研究について

Ｖ

２

Ｈ

概

要

分散型水力自家発電機を次世代EVとして、車に搭載すれば完全EV導入の実現可能になり、エネルギー根本問題の解決案の

一つになると考えました。自己充電式ＥＶとなります。下記は次世代ＥＶとしての考察です。右記は、２０２１年１月の

大雪でＥＶの問題点が顕在化しましたが、自己充電式ＥＶが実現した場合の対応想定を記載しました。

（自己充電式ＥＶ は 車・飛行機・船舶・電車・・ 等も 指すが、 ここでは車 として）

２０２２年１月１５日

分散型水力自家発電機と次世代EVの研究【自己充電式EV】ついて

２０２２年、世界の自動車業界は本格的な脱炭素のEVに向けて動いています。日本では、２０３０年代半ばまでに新車販売をＥＶ

化（正確には電動車）との方向。しかし、下記の大きな課題を抱えています。

① 航続距離の課題（高価な希少金属を使用する蓄電池開発競争、資源争奪競争）。

② 充電インフラの設備不足。（１４兆円～ 必要とも？）。水素の充電設備はさらに困難。充電時間の問題。

③ 寒冷地のバッテリー性能低下や、大雪による渋滞によるEV不安。２０２０年末から２０２１年の年初にかけての大雪は大渋滞や

停電を発生しEVの不安を顕在化。２０２２年１月のパキスタンの大雪では凍死の死者も出ている。２０２２年の１月も大雪によ

る渋滞が発生。雪で充電口が凍って充電できないことも。日本の冬の大雪を考慮すると脱ガソリンは困難。

④ EV化により電力が１０％増加予想さらに脱炭素が必要。元の電力をどうするのか。

⑤ LCA評価導入方向。国際会計基準がスコープ１～３の開示方向。特にスコープ３はエンジン車は厳しい。日本は化石燃料のエネ

ルギーが８０％、自動車産業だけでなく製造業全てが対象。EV化による部品減少による雇用喪失、LCAで企業の海外シフトでさ

らに雇用喪失問題。・EU国境炭素税導入の方向。

・・等、完全EV化への課題からエネルギーの根本課題と難問が山積みです。

しかし、弊社の研究している、「分散型水力自家発電機（S+3Eに適合）」の実用化を実現。次に、それを小型化を研究し自動車に

搭載を検討し、２４時間稼働可能な自然エネルギー発電の自動車、自己充電式EVが実現すれば、これら課題の解決は大きく前進しま

す。分散型水力自家発電機はメカニツクのみで量産可能ですから、主力電源化が可能で電力問題の解決に大きく貢献します。

エネルギー革命による雇用の創出も行われます。国家のエネルギー政策の他力に頼らず、大手の力ある製造業は、自力で脱炭素電

源を大量生産しスコープ１～３の脱炭素化を進めることができます。

自己充電式EVの実現は、自動車自体がCO2排出のマイナス評価ではなく、CO2排出をzeroにし、さらに２４時間発電稼働が可能な

ので走行時の他は、発電した電力をV2X（V2H,V2B,V2G,V2V・災害対策・）として活用可能な移動する小型発電機となります。

そして、車と自然エネルギー供給が結びついた、モビリテｲサービスが生まれてくるのではないでしょうか。

来都市は、分散型水力自家発電機と小型発電機となった自己充電式EVがエネルギー源となった、Ｖ２Ｘ(Ｖ２Ｈ，Ｖ２Ｇ，Ｖ２

Ｂ,V2V  )が実現したスマートシテイを想像します。分散型で自然エネルギーでの自立ができた、災害に強い街づくりです。車は単

なる人や物の輸送や移動の手段ではなく、自然エネルギーを発電し社会に提供する動く発電機としてエネルギー問題を解決する大きな

手段になります。自動車（自己充電式ＥＶ）の台数増加がＣＯ２排出削減になり、さらに自然エネルギー供給の電力源の増加になりま

す。

世界のルールは、脱炭素政策とカーボンプライシングです。国際競争が激化する中、自然エネルギー（人工圧力）活用の分散型水

力自家発電機の実現。そして自己充電式ＥＶを実現できれば、日本の脱炭素化に大きく貢献し、自動車産業がそして製造業が世界で勝

ち抜いていけるのはないでしょうか。途上国の脱炭素化も経済発展との両立が可能となります。

持続可能な地球環境を未来の子供達に残す為に、日本が世界の脱炭素ルールに乗り越え、逆にチャンスとしていけないかと思いま

す。是非、日本から世界の先陣を切って、脱炭素社会のエネルギーとEVのGX産業革命の扉を拓きたいと思います。

ガソリン車 走行時排出

ＢＥＶ バツテリ製造時に多く排出

Co２排出

BEV１０万キロ走って、ガソリン車と同じくらい、それ以上走ると

だんだんBEVが良くなるといわれている。

自己充電式ＥＶ
走行時 CO2排出無し 走行時以外は,Ｖ２Ｘが

可能。自然エネルギー

を社会に供給可能。

自然エネルギーの創出

〇価格が高い・・車両価格の３～５割

〇充電器不足、充電時間が長い・・インフラ設備が不十分

〇品質・・火災が起きやすい（米国の例で１台の火災で水４万５００

０ℓ費やす。通常は１８９０ℓ 消火に２３倍もの水を費やす）

〇原材料が不足・（コバルト、ニツケル、リチウム）希少金属

〇航続距離・・・バツテリー容量に比例

〇安全性に問題・・リチウムイオンバツテリーは人体に有害物質

を含む。火災や爆発、発火リスクあり。

〇環境汚染 ・・電池の破棄時に問題

〇充電する電力不足

（特に日本では、１割増加、さらに再エネが必要）

ＥＶ・バツテリーの課題

ＮＯ1

解

決
２０２２年１月、世界の各地で異常な積雪がありました。潤沢な電気を

車の内外の利用できなければ、完全なＥＶ化は無理と感じました。

マイナス要因

プラス要因

⑭



２４ｈ発電ＥＶ

自動車ＥＶ化 と 新たに発生する電力問題

日本中のクルマ 

（約 ８０００万台）

日産リーフ基準 ６キロ/kWh

・年間走行距離 平均 ６０００キロ とすると

１台 ６０００キロ / ６キロ/KWh = 

年間１０００kWh

日本全体８０００万台 X １０００kwh=

８００億ＫＷｈの電力が必要となる。

◆家庭用電力の ４割弱の値する。

日本の

電力供給量は

１兆２０００億KWｈ

（８０％は化石燃料）

この８００億KWhは、全てのクルマが同じ稼働率で動いたと仮定しているが、実際には週末しか動かないクル

マもある。しかし商用車では走行距離も多く、貨物車などの電費はさらに悪いだろう。しかも、これはクルマ

に充電された電力の消費量であるから、送電ロスや充電時のロスは含まれていない。

これも含めると1000億kWh以上の発電能力は必要になる

２０２１年１月の大雪時。

電力供給がひっ迫して節電

を呼び掛けている

問題は年間の電力消費量だけでなく、ピーク時の電力供給がどれだけ必要かということがある。

・ＥＶステーション 現在拠点数 ２万箇所

急速充電器 ステーション ５００箇所程度。

７００か所の急速充電器 は１機のみ

残りは 急速充電ではなく 普通充電施設

◆充電時間 の 問題 ○多くの急速充電設備が必要。そこに供給する電力も必要

ＥＶステーション

何によって１０００億KWhを

新たに発電するか？

・脱化石燃料で

◆２０３０年温暖化ガス

排出１３年度比４６％減、

さらに５０％減へ挑戦。

◆２０３０年代半ばに

新車販売は電動化の方向

２０２１年

２０３０年

２０４０年

２０５０年 に

実質ＣＯ２

排出ＺＥＲＯ宣言

（車は脱ガソリン）

２０３０年半ばに新規自動車は電動化

と方針が決まり、ＥＶへの他業界から

の参入が話題になっている。しかし、

数カ月前の大雪による渋滞等でＥＶの

問題も指摘されている。又、既存のＥ

Ｖ化には対し、２０５０年に脱炭素化

するには、既存電力の問題が指摘され

ています。右記の現状は、ＥＶ化によ

り日本の電力供給を予想をしたもので

ある。増加予想の１０００億KWhを新

たに発電するのか？しかも全体が脱化

石燃料にすることが可能なのかという

ことです。

新たな問題点

現

状

概説

政府方針

脱

化

石

燃

料

ＥＶ化

困難 ２０５０年

対応？

人口減でエネルギー消費も車の台数も 減少が想定されるが

あくまで 現状ベースで考えている。

ＮＯ２
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エネルギー転換部門

産業部門

運輸部門

◆２０３０年温暖化ガス排

出１３年度比４６％減、さら

に５０％減へ挑戦。

◆２０３０年代半ばに

新車販売は電動化の方向

２０２１年

２０３０年

２０４０年

２０５０年 に

実質ＣＯ２

排出ＺＥＲＯ宣言

（車は脱ガソリン）

政府方針

脱

化

石

燃

料

２０５０年

自動車ＥＶ化 による 電力増加と脱化石燃料への具体策（案）：◆◆自己充電式ＥＶの実現◆◆

分散型水力発電置

・小型化

分散型水力発自家電機の実現

◆ＥＶステーションが容易

◆再生可能エネルギーの拡大が容易

◆メガ発電も可能（大型 ⑳項）参照

ＥＶで使用する

電力を「分散型

水力自家発電

機」を小型化し

発電ＥＶとする。

ＥＶ用の電力は

自前で既存電力

に影響を与えな

い。

○自動車一台を動く発電装置

とし、CO2排出のマイナス要

因を消し、プラス要因に変え

る。既存の電力利用にも活用す

る。

・Ｖ２Ｈ（ホーム）

・Ｖ２Ｂ（ﾋﾞﾙﾃﾞｲﾝｸﾞ）

・Ｖ２Ｇ（電力網）

・Ｖ２Ⅴ（ＥＶ車）

大型冷蔵庫（予定１０ｋｗｈ）

１２

３

研究し実現

概

要

自動車のＥＶ化の方針による、電力増加と脱化石燃料へ向けての一つの具体策の提案である。まず、前提とし

て「分散型水力自家発電機」が実現していること。次に動力系統への活用として既存ＥＶ研究に、「分散型水

力自家発電機」の応用とし、て自己充電式ＥＶとして自家発電機能を加え、「２４h発電ＥＶ」の実現を考えた。

そして、これら新しい技術が日本のエネルギー消費量への影響を考察し、２０５０年の脱炭素に向け、大きな

影響を与えることを示し、ＳＤＧｓへ貢献。 可能な限り持続可能な地球環境を未来の子供達へ残したい。

①：分散型水力自家発電機を中心とした地産地消型の分散発電システムを展開を拡大することである。製

造業は他力から自力の電力へ。ＥＶ充電器の設置を拡大しＥＶ普及させる。

②：自動車会社が、この分散型水力発電装置の小型化、車への発電ＥＶへの研究をし実現することであり、

ＥＶ電源は自家発電の自然エネルギーとなる。既存電力を増強する必要はなくなる。自己充電式ＥＶ。

●発電ＥＶになれば、大雪による渋滞、真夏のクラー等による充電不安から解消される。

③：分散型水力自家発電の２４時間稼働の利点を生かし、自己充電式ＥＶとし自動車一台を動く発電機と

し、既存の電力システムに連結し活用することである。膨大な新しい電力を提供する小型分散発電がプラ

ス要因として自然エネルギーとして寄与することになる。Ｖ２Ｘ（V2H,V2B,V2G、V2V・)

➃：日本のエネルギー構成に、どのよう影響を与え、脱炭素化に貢献することができるかを考察したもの

である。２４ｈ発電ＥＶは二酸化炭素排出量の運輸部門の削減にも影響を与え、発電する自然エネルギー

は既存のエネルギー電源にもプラス効果として働く。エネルギー安全保障の強化。そしてＳＤＧｓへ貢献、

持続可能な地球環境を未来の子供達へ繋ぎたい。

ＥＶ充電器

４

貢

献

未来への分岐点

持

続

可

能

な

地

球

環

境

を

未

来

の

子

供

達

へ

世

界

へ

S
D
G
s

７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに

９．産業と技術革新の基盤をつくろう

１３．気候変動に具体的な対策を

２０５０年 脱炭素へ分

散

型

水

力

自

家

発

電

機

自

己

充

電

式

Ｅ

Ｖ

次世代自動車⇒EV

越える

◆「燃料代がゼロ、そ

れがＥＶ」

◆「恐竜時代の化石を

燃料にする考えは棄て

なければいけない」

◆「電力は自然エネル

ギーにより調達され、

それをリチウムイオン

電池に溜めて走る」

既存のEVを超える発

想を

発電ＥＶ

カーボンニュートラル革命を

ＣＯＰ２６ １．５℃目標

自

然

エ

ネ

ル

ギ

｜

へ

原子力の縮小も

可能

化石燃料由来のエネルギー消費量を減らし

自然エネルギーを拡大

脱

化

石

燃

料

自己充電式ＥＶ V2X（V2H,V2B,V2G・・） はプラス要因

V2X

ＮＯ３

V2X

非電化⇒電化

･ｸﾞﾘｰﾝ水素生成

E
V
充

電

器

メカニツクのみで大量生産が可能な自然エネルギー

（出所）資源エネルギー庁資料

エネルギーの安全保障を強化

火力・原子力

発電からの脱

却は可能で

は？？？

大型

自己充電式ＥＶ

搭載

ＥＶＸ

一次エネルギー国内供給

自己充電式ＥＶ

⑯



２軸回転ローターは分散型水力自家発電機

の水車の働きをします。上図の例のように

大きな回転推進力がダイナモを回転させて

発電します。 この水車は複数組み込まれ、

各ローターは外部でギア連結され、シリン

ダー内で機密密閉され、吸引口にローター

が接すると、圧力流体の水圧で自動的に駆

動し、左右のローターは交互に規則正しく

吸・排を繰り返し回転します。が、切替弁

等の装置はなく、ローターの回転で自動的

に切替わるシステムは、利水率100％で水車

の発電効率向上に大きく関わる機能構造は、

革新的なデバイスを構成しています

都市型水力自家発電機の 主な 特許技術分散型水力自家発電機の

⑰



⑱



分散型水力自家発電機 分散型水力   

自家発電機

⑲



W1800 X  D1800  X H2700

172.72kwh   4,145kw/日

火力・原子力

発電からの脱

却は可能で

は？？？
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